
|宮城県 震災の教訓を活かし、持続可能なまちを
目指す地域から学ぶプログラム

東日本大震災で壊滅的な被害を受けた南三陸町。 地域が持つ森里海の資源の価値を再度認識し、

震災後は森林の国際認証(FSC)や海の国際認証（ASC)、 ラムサ ー ル条約への登録をするな

ど住民主体で 「持続可能なまち」づくりを進めています。

また人口減少や産業の担い手不足など全国の地方が抱える課題も加速度的に進行しています。 課

題先進地として、 その課題解決に取り組む人とプロジェクトに出会うことができます。

【日程】

一次産業の現場見学＋課題解決に取り組む人々とのトークセッション

【行程】

ょ
①南三陸BIO（ビオ）

住民の協力が必須の生こみ収集から、 生こ
°

みがエネルギ ー や液体肥料として生まれ変わる

までの行程を南三陸BIOの現場にて解説を行います。 南三陸の循環型の取り組みの核とな

る南三陸BIOの仕組みを学べるプログラムです。

0南三陸における資源循環の核となる施設を手軽に案内！

〇東日本大震災を教訓にした復興への取り組みの象徴を視察

〇循環型のまちづくりに参加する町民自らがガイドとしてこ案内

インフラ 環境 人材育成・改善システム










